
 

 

 

10月2６日(土)に、令和６年度旭川聾学校文化祭が開催されました。今年度のテーマは、「ファイヤー！見

せろフルパワー旭聾魂！！」です。幼児･児童･生徒の皆さんは、この日まで一生懸命練習に取り組み、力を存

分に発揮することができた文化祭となりました。 

20人の魂が込められ、炎のように燃えたぎる文化祭となりました。一人一人の頑張りをご覧ください。 

 

 

 

小学部第１学年の「はじめのことば」から始まりました。

  

  

 

１ はじめのことば 

令和６年度 文化祭 



 

 

 

幼稚部は、セリフもお遊戯も上手に発表することができました。 

  

  

  

 

 

２ うりこひめとあまのじゃく 



 

 

 

小学部は、１０人で協力し合いながら劇をつくりあげました。 

  

  

  

 

 

３ 海の向こうは鬼ヶ島 



 

 

 

 

 

  

  

４ YOSAKOIソーラン 
中学部は、会場を盛り上げるために、今年はヲタ芸に挑戦しました。 

伝統のYOSAKOIも３人の力を合わせて迫力のある発表となりました。 

 



 

 

  

    

   

   

中学部第３学年からのメッセージ 

 

 

 

５ おわりのことば 

今までの文化祭の中でも、今回が一番全てを出し切り、後悔のない文化祭にできました。

去年までは先輩に引っ張ってもらい自分だけ頑張れば良かったですが、今年は後輩をひっぱ

り、また幼稚部や小学部のみんなのことも考えてできたことが良かったです。本番はみんな

の協力があって最高の文化祭にすることができました。ありがとうございました。 


